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東
南
亜
細
亜
に
於
け
る
黒
陶
、
彩
陶
並
に
紅
陶

　
　
　

１
－
金
閣
博
士
の
論
文
を
讃
み
て
Ｉ
Ｉ

　

最
近
読
ん
怒
東
亜
先
史
服
の
論
乞
の
中
で
、
分
開
丈
夫
肪
士

の
「
衣
洵
先
史
時
代
に
於
け
る
北
方
文
化
の
影
響
」
は
、
夫
れ

が
筆
１
　
の
特
に
回
心
を
有
す
る
毫
吋
に
就
い
て
の
も
の
丈
に
、

殊
班
筆
者
の
興
味
を
喚
起
し
た
。
同
前
文
は
亘
阿
に
特
づ
見
の

影
陶
を
注
意
し
、
併
せ
て
黒
陶
、
紅
陶
に
就
て
述
べ
、
之
等
三

種
の
土
器
を
北
方
系
（
北
支
那
的
の
意
）
な
り
と
認
め
ら
れ
、
塵

哨
先
沢
時
代
に
北
方
文
化
要
素
の
混
入
せ
る
こ
と
を
宅
張
さ
れ

て
ゐ
る
。
墨
泗
先
沢
漬
物
に
フ
ィ
リ
″
ピ
ン
其
他
南
方
島
嶼
に

詔
め
ら
れ
ず
、
支
那
大
陸
に
優
勢
な
る
藻
掻
い
遺
物
が
存
在
す

ろ
事
に
就
て
、
マ
ご
フ
滞
在
中
殊
更
痛
感
し
、
蹄
来
後
、
「
毫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９

馮
石
器
土
器
に
見
ら
れ
る
支
那
大
陸
系
要
某
」
を
執
筆
し
た
筆

者
と
し
て
は
、
同
博
士
の
説
に
對
し
て
は
１
　
く
貿
成
で
あ
っ

て
、
有
力
な
る
支
持
者
を
得
た
感
が
し
、
。
力
強
く
感
ず
る
次
第

鹿

　
　

野

　
　

巾
ｄ
-

　

雄

で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
黒
陶
、
彩
陶
、
紅
陶
に
開
し
て
は
恟

論
す
べ
き
も
の
が
ら
り
″
夫
れ
と
同
一
又
は
近
似
せ
る
土
器
が

東
南
。
胞
納
亜
の
各
地
か
ら
晟
掘
報
告
せ
ら
れ
て
居
り
、
終
末
此

の
問
題
は
東
南
亜
細
亜
に
於
て
最
も
注
目
す
可
き
も
の
ｘ
一
に

登
展
す
ろ
様
に
思
は
れ
る
の
で
、
次
に
現
在
筆
者
が
知
る
範
幽

に
於
て
、
前
坦
二
種
の
七
が
に
批
て
知
見
を
披
泄
し
、
今
後
の

注
意
を
喚
起
す
る
と
共
に
大
方
の
御
敦
示
に
あ
づ
か
り
良
い
と

思
ふ
。

　
　
　
　
　

一

　

黒

　
　
　

陶

　

熹
洩
に
於
て
所
謂
湛
陶
を
最
』
刊
に
震
見
し
た
の
は
固
分
直
一

氏
で
あ
っ
て
、
最
近
同
氏
は
毫
南
、
高
疎
剛
州
下
に
於
け
る
多

徴
の
イ
陶
遺
跡
を
登
表
七
て
ゐ
る
。
金
開
沁
士
は
國
分
氏
の
所
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蔵
品
を
一
見
し
て
、
支
那
の
黒
陶
に
関
係
あ
る
を
指
摘
せ
ら
れ

た
が
、
筆
者
も
爾
者
の
闘
係
は
疑
な
い
も
の
と
思
ふ
。
但
し
雨

者
の
精
細
な
る
贋
物
比
較
は
試
み
て
居
ら
れ
な
い
様
輿
今
後

　

一
暦
の
研
究
が
望
ま
七
い
。
筆
者
も
國
分
氏
の
東
道
に
よ
り
て

　

烏
山
頭
遺
跡
を
訪
ぴ
、
多
数
の
黒
陶
破
片
を
得
た
が
、
其
の
文

　

様
・
に
は
刻
線
文
、
刷
毛
目
文
、
凹
黙
文
等
が
あ
り
、
筆
者
の
知

　

る
範
幽
に
於
て
、
同
地
方
に
は
繩
文
は
赤
色
土
器
に
認
め
ら

　

れ
、
黒
陶
に
は
な
い
様
で
あ
る
。
黒
陶
は
豪
湖
西
海
岸
殊
堰
量

　

南
地
訪
に
多
い
１
　
し
い
。
然
し
同
種
の
土
環
は
壷
北
圓
山
介

　

覗
。
墾
丁
遺
跡
、
並
に
火
焼
島
所
子
湖
遺
跡
よ
り
出
土
し
て
居

　

ｙ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－

　

る
。
之
等
は
交
易
に
よ
る
も
の
か
も
知
れ
ぬ
が
、
現
在
の
知
識

　

に
於
て
黒
陶
の
允
布
中
心
は
寂
南
地
方
に
あ
り
と
言
っ
て
良
い

　

で
あ
ら
ラ
。

争
］
ス
那
本
土
に
於
け
る
熊
陶
分
布
地
の
南
限
は
浙
江
省
杭
州
附

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　

近
が
従
。
米
知
ら
れ
て
居
た
が
、
更
に
南
方
に
も
及
ん
で
居
る
様

　

で
、
柿
教
授
其
他
は
祠
建
省
武
子
遺
跡
ト
ｒ
り
黒
陶
を
報
告
し
て

　

居
る
。
又
ス
乙
フ
ィ
ー
ル

≒
が
香
港
の
石
壁
遺
跡
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｓ
Ｉ
ベ

論
文
Ｏ
ｒ
’
　
　
Ｂ
ｌ
ａ
ｃ
ｋ
ｊ
ａ
ｒ
と
せ
る
も
の
は
少
く
も
黒
陶
に
関
係
あ

る
も
の
ら
し
い
。
佛
印
に
は
佛
蘭
西
學
者
の
多
く
の
努
力
に
拘

ら
ず
登
見
さ
れ
て
居
な
い
が
、
今
後
り
調
査
に
よ
っ
て
は
其
の

会
見
は
充
分
期
待
出
来
る
。
７
　
イ
リ
ッ
。
ピ
ン
に
は
認
め
ら
れ
な

い
様
で
、
少
く
も
ベ
イ
。
ヤ
り
敢
授
の
蒐
集
品
に
ぽ
見
な
い
。
之

れ
を
貧
ず
る
に
現
在
の
知
識
に
於
て
は
、
黒
陶
は
支
那
大
陸
系

要
素
と
認
む
可
き
も
の
で
あ
る
が
、
崔
哨
に
導
入
さ
れ
た
経
路

に
就
て
は
、
倚
今
後
の
研
究
に
待
つ
と
こ
ろ
が
多
い
で
あ
ら

　
　
　
　
　

二
。
彩

　
　
　

陶

　

毫
肩
把
於
印
倉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／

膨
湖
島
良
文
港
遺
跡
よ
り
発
見
さ
れ
た
。
夫
れ
は
ロ
の
廣
い
。
赤

色
の
壷
形
土
器
（
？
）
の
破
片
べ
胴
部
に
は
繩
文
が
隼

ら
れ
、
其
。
の
口
唇
部
に
紅
色
の
塗
料
を
以
て
、
太
い
三
本
づ
ｉ

の
線
（
此
の
線
は
口
唇
部
刀
縁
に
直
角
）
が
若
干
の
間
隔
を
お
い
て

描
か
れ
て
居
る
。
叉
國
分
氏
が
桃
子
園
遺
跡
よ
り
舜
ら
れ
た
土

器
片
中
、
廣
口
有
識
壷
の
頭
部
破
片
、
並
に
高
蛭
の
盤
の
二
、

三
破
片
に
平
行
直
様
に
よ
る
水
平
並
に
斜
文
櫛
目
文
（
問
者
）

や
、
飛
白
式
に
置
か
れ
た
平
行
直
以
斜
行
文
（
後
者
）
が
之
れ

又
紅
色
塗
料
で
鵬
か
れ
た
の
旅
礎
見
さ
れ
た
・
叉
大
び
渓
北
岸

祀
脚
遺
跡
よ
り
も
國
分
、
西
村
爾
氏
並
に
金
闘
博
士
に
よ
り
、

一
種
の
彩
陶
破
片
が
登
掘
さ
れ
た
が
、
之
れ
は
前
掲
の
も
の
と

： ！ ： ： ｜
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は
他
趣
を
異
に
し
、
咀
返
塗
料
を
用
ぴ
て
櫛
目
交
並
に
網
目
文

が
描
か
れ
て
居
る
。

　

影
陶
の
分
布
地
に
就
て
は
、
北
支
（
河
南
・
山
西
・
匯
西
三
省
）
を

中
心
と
し
、
東
は
浦
洲
囚
数
河
省
、
南
測
洲
を
維
て
北
鮮
雄
基

介
啄
に
及
び
、
西
は
恍
席
代
呼
『
近
Ｊ
沓
ぺ
牛
山
墓
地
、

朱
Ｉ
苓
、
彫
り
等
の
甘
訓
、
六
窓
地
方
を
経
て
露
領
ト
ル
キ
ス

タ
ン
、
西
印
度
の
七
ヘ
ン
ジ
ョ
ダ
ロ
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
、
南

１
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

露
、
西
欣
、
地
中
海
沼
岸
ら
連
互
４
　
は
周
知
の
如
く
で
あ
る

が
、
揚
子
江
沿
岸
並
に
夫
札
以
南
に
於
て
は
従
来
殷
ｌ
例
な

く
、
更
に
山
東
、
江
休
、
安
徽
三
省
に
も
報
告
が
た
い
。
娘
』

が
れ
に
北
支
系
の
彩
陶
な
り
と
す
れ
ば
、
毫
・
㈹
は
不
運
願
的
分

布
を
示
し
、
其
の
南
限
を
示
す
事
は
明
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

。

　
　
　
　
　
　

口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｀

　

匹
し
な
が
ら
マ
ダ
リ
オ
ユ
師
は
最
近
贋
兎
省
み
豊
よ
り

‥
（
）
ｕ
ｕ
ｒ
t
ｃ
ｄ
　
Ｉ
'
ｏ
ｔ
ｖ
ｅ
ｒ
ｙ
の
白
兎
を
報
し
て
居
る
の
は
注
目
に
飢

す
可
く
入
力
詳
剤
に
就
て
未
だ
坤
り
得
た
い
の
は
付
念
で
あ

る
。
ｙ
ダ
リ
オ
ユ
師
の
報
古
に
よ
っ
て
彩
陶
が
南
方
に
も
見
出

さ
る
ゝ
可
能
性
が
喚
起
埓
’
れ
、
更
に
南
方
を
注
意
す
れ
ば
、
若

干
の
例
を
見
出
す
の
で
あ
る
・
佛
印
に
ぶ
㈹
が
唆
見
さ
但
る
か

イ
か
は
筆
者
未
だ
之
れ
を
詳
に
し
た
い
が
、
更
に
南
下
し
て
馬

来
Ｉ
島
ヶ
ダ
ー
洲
の
汐
子
総
に
於
け
る
岩
蔭
避
難
所
か
ら
、

コ
リ
ン
グ
ス
式
は
彩
陶
の
一
断
片
を
酸
掘
じ
て
居
る
（
同
氏
論

文
芦
く
夕
才
・
回
）
。
即
ち
夫
れ
は
可
な
り
大
き
な
壷
の
一
断

片
と
加
像
さ
れ
、
地
色
は
鮮
黄
色
’
で
あ
る
が
、
之
れ
に
赤
色
塗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｙ

料
を
以
て
廣
い
１
　
状
文
と
之
れ
に
直
角
に
接
す
る
細
線
が
描
か

れ
て
居
る
の
が
窺
は
れ
る
。

　
　
　
　
　
　

。
＠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

　
　
　
　
　
　
　
　

‐

　

又
エ
ヴ
ァ
ン
ス
氏
が
紹
介
し
た
ネ
グ
ミ
ス
ミ
ラ
ン
州
Ｋ
ｕ
ａ
ｌ
ａ

Ｐ
ｉ
ｌ
ａ
ｈ
に
於
け
る
蒐
集
品
（
タ
イ
ピ
ン
博
物
館
所
蔵
）
な
る
注
口

瓶
（
同
氏
著
書
p
i
.

Ｘ
Ｘ
Ｘ
）
に
は
、
共
の
胴
部
に
縦
走
す
る
六
本
づ

つ
の
並
行
銅
線
群
が
若
子
の
問
隔
を
お
い
て
め
ぐ
ら
さ
れ
て
居

る
の
が
認
め
岬
れ
ゝ
夫
れ
が
塗
料
に
よ
つ
て
描
か
れ
た
も
の
で

あ
る
事
は
疑
な
い
が
Ｉ

万
更
々
フ
ィ
｀
リ
ー
つ
ピ
ン
に
於
玉
浅
ろ
種
の
彩
陶
が
あ
る
事

は
ヽ
ク
ル
ー
バ
に
博
士
の
幹
付
（
則
書
巾
第
一
七
圖
゛
に
よ
っ
て

知
ら
れ
る
。
郎
ち
壬
・
族
の
蓋
聯
土
器
、
並
に
ビ
・
ル
加
号
毫

附
平
鉢
に
は
白
色
又
は
白
色
と
亦
色
の
描
謐
が
認
め
ら
れ
る
。

筆
者
が
ご
こ
フ
科
學
局
唯
物
館
貯
喊
の
フ
ィ
リ
ヴ
ビ
ご
土
器
を

賓
見
し
た
處
で
は
、
前
掲
の
も
の
ｘ
他
に
、
ビ
サ
ヤ
族
に
も
あ

り
、
載
に
ビ
Ｊ
ル
族
土
器
に
は
彭
陶
が
徴
多
く
見
ら
れ
た
。
其

の
器
形
は
蓋
附
煮
沸
壷
’
圓
底
椀
共
他
が
あ
り
、
黄
褐
色
の
地

色
に
濃
赤
褐
色
、
白
色
、
黒
色
の
塗
料
を
以
て
描
か
れ
て
ゐ

-u
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三

　

紅

　
　
　

陶

　

金
開
博
士
は
鄙
漸
先
史
遺
物
に
於
け
る
「
北
方
的
様
相
の
第

三
」
と
し
て
紅
陶
を
皐
げ
ら
れ
た
。
夫
し
て
其
の
出
土
地
と
し

て
、
１
桃
子
図
、
②
二
苓
（
高
雄
川
鳳
山
郡
小
港
庄
）
、
匪
鳥
山

頭
、
ふ
花
９
　
山
、
ふ
新
城
、
６
石
坑
、
恥
カ
フ
フ
ン
、
Ｉ
都

轡
、
巾
圓
仙
介
尿
、
印
墾
丁
の
「
退
跡
を
皐
げ
ら
れ
万

る
・
剛
よ
り
６
ま
で
ぱ
、
現
在
材
料
が
手
許
に
な
く
詳
細
な
比

較
が
出
来
な
い
の
で
何
と
も
言
ひ
得
な
い
が
、
匿
よ
り
1
0
＼
Ｈ
で

ぽ
何
れ
も
筆
者
い
手
元
に
標
本
が
あ
り
、
更
に
火
焼
島
油
子
湖

並
に
豪
気
附
近
ヴ
ノ
両
遺
跡
貧
掘
の
土
器
片
も
所
蔵
し
て
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｓ

る
。
奈
賄
の
紅
陶
に
闘
し
て
は
已
に
一
文
を
卓
し
た
の
で
節
単

に
述
べ
る
が
、
豪
肺
の
紅
陶
と
穏
し
得
る
も
の
を
詳
細
に
観
い

す
れ
ば
、
夫
れ
に
は
幾
つ
か
の
｀
作
類
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
〈
『
筆
者
所
蔵
の
材
料
に
就
て
の
み
辿
べ
れ
ば
次
の
四
類
に

分
つ
事
が
出
・
米
る
。

　

第
一
類
―
人
焼
島
油
子
湖
遺
跡
、
都
営
遺
跡
輦
学
筒
東
海
岸

よ
り
出
土
す
る
も
の
で
、
焼
成
は
不
充
分
。
粗
雑
物
を
混
へ
、

声
剛
は
赤
味
を
１
　
び
た
煉
人
色
の
塗
料
を
相
富
厚
く
塗
り
研
肘

せ
ら
れ
て
居
る
。
又
之
れ
に
は
直
径
三
粍
程
の
竹
管
（
？
）
捺

印
に
よ
る
圈
鮎
文
が
認
吻
娠
札
る
事
が
あ
る
。
。

　

第
二
類
―
豪
泉
附
近
の
ヴ
ノ
遺
跡
よ
り
出
土
す
る
も
の
で
、

土
器
の
表
面
に
第
一
翔
同
禄
の
赤
色
塗
料
が
塗
ら
れ
研
な
甘
ら

れ
て
居
る
が
、
他
の
塗
り
方
は
薄
く
、
且
土
器
自
身
は
焼
威
充

分
で
極
め
七
堅
硬
で
あ
る
。
而
し
て
直
線
平
行
文
、
波
状
組
合

せ
文
等
の
刻
線
Ｉ
ｔ
が
施
文
さ
れ
て
居
る
。

　

第
三
類
―
圓
山
介
塚
よ
り
出
牢
ず
る
も
の
で
、
赤
色
塗
料
は

前
二
者
と
梢
異
り
、
土
器
の
材
料
も
派
別
さ
れ
る
。

　

第
問
類
ｔ
墾
丁
遺
跡
よ
・
り
出
土
す
る
も
の
で
、
前
三
者
と
は

大
い
に
趣
を
異
に
し
、
焼
成
充
分
で
外
面
内
劾
共
に
一
様
な
る

黄
禍
包
を
呈
し
、
塗
料
も
同
色
に
近
く
、
塗
り
方
ｔ
薄
く
、
研

削
や
ら
れ
て
居
る
。

　

斯
く
の
如
く
、
筆
者
所
蔵
の
も
の
の
み
に
就
て
も
、
共
の
閣
７

に
新
別
々
求
め
得
る
か
ら
、
一
概
に
紅
陶
と
言
づ
て
も
、
今
後

比
較
研
『
九
が
必
要
で
あ
る
・

　

紅
陶
は
周
知
の
如
く
、
北
支
、
満
洲
よ
り
軸
鮮
に
及
び
我
邦

倆
生
式
土
器
に
も
認
め
ら
れ
、
一
見
北
方
系
の
如
く
に
も
見
ら
、

れ
易
い
が
、
南
方
に
も
紅
陶
は
少
か
ら
す
登
見
せ
ら
れ
る
。
先

づ
佛
印
に
於
て
は
、
安
南
の
サ
ヒ
ュ
イ
ン
遺
咬
デ
ュ
ク
チ
岩
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陰
避
難
所
、
バ
ウ
ト
〃
遺
跡
等
よ
り
バ
ル
マ
ク
一
Ｊ
エ
ー
、
コ
一
＾

１
・
Ｉ
』
ヽ
ヤ
゛
つ
等
に
よ
り
報
告
さ
れ
て
居
る
ｏ

　

フ
ィ

　
　
　

⑩
四

リ
″
ピ
ン
に
於
て
紅
陶
は
同
島
試
器
時
代
末
期
に
初
め
て
出
現

す
る
事
が
報
告
さ
れ
て
居
る
。
而
し
て
ベ
イ
ヤ
ー
教
授
の
談
に

よ
れ
ば
、
紅
陶
は
初
期
鍼
器
時
代
の
特
徴
的
遺
物
で
あ
り
、
更

に
下
降
し
て
ｌ
:
^
ｏ
ｒ
ｃ
ｅ
ｌ
ａ
.
i
n
　
Ａ
ｇ
ｅ
初
期
に
及
ぶ
。
紅
陶
を
出
土

す
る
遺
跡
と
し
て
は
、
ブ
ラ
カ
ン
い
リ
サ
ル
南
州
境
の
Ｗ
遺

跡
、
ノ
ヴ
ァ
リ
タ
チ
ェ
ス
遺
跡
Ｄ
が
あ
り
、
更
に
リ
サ
ル
州
に

六
、
ブ
ラ
カ
ン
州
に
二
の
遺
跡
あ
り
、
其
の
或
る
も
の
に
は
稲

輦
を
押
印
し
た
団
鮎
文
が
認
め
ら
れ
る
と
言
ふ
。
而
し
て
セ
ブ

島
荊
家
の
或
る
も
の
に
は
古
代
傅
承
品
と
し
て
紅
陶
（
一
八
世

紀
の
も
の
）
が
保
存
せ
ら
れ
る
と
言
ふ
。
更
に
此
の
紅
陶
の
流

れ
を
汲
む
と
思
は
れ
る
も
の
は
、
フ
ィ
リ
＞
｡
ピ
ン
の
田
舎
に
今

肯
製
作
心
れ
て
居
る
様
で
、
グ
リ
ー
四
「
土
器
に
光
１
　
を
呉
へ

る
た
め
に
目
の
細
か
い
赤
色
ス
リ
″
プ
（
恐
ら
く
オ
ー
カ
ー
）
を

塗
り
、
介
で
研
削
す
る
」
と
述
べ
て
居
る
。
更
に
此
の
穫
の
も

の
は
東
印
度
に
も
一
般
的
の
も
の
ら
し
く
、
粛
藤
正
雄
心
一
は

　

「
只
器
面
に
光
洋
を
附
け
る
た
め
に
川
脂
を
熔
着
・
と
せ
る
方
頌

は
廣
く
行
は
れ
て
ゐ
る
。
是
は
樹
脂
の
粉
末
が
窯
内
で
溶
解

し
、
暗
褐
色
の
粘
膜
状
の
光
深
浦
を
残
す
の
で
あ
る
」
と
書
か

れ
て
居
る
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
離
れ
て
。
、
太
平
洋
諸
島
に
眼
む
綿
挙
れ
ヽ

ば
、
先
づ
我
が
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
紅
陶
が
認
め
ら
れ
る
。
鈴
木

正
淮
氏
は
づ
フ
ウ
島
の
一
島
な
る
ゴ
ｕ
ｐ
ｓ
ａ
ｇ
斗
島
の
一
石
訳

洞
よ
り
、
中
に
石
器
と
介
器
・
を
蔵
す
る
圓
底
の
蓋
附
平
椀
を
会

見
さ
れ
た
が
、
夫
れ
は
径
三
〇
糎
、
内
外
面
共
に
赤
色
塗
料

（
多
量
の
銭
分
を
合
む
）
が
塗
ら
れ
て
居
る
。
而
し
て
更
に
拘
に
及

び
、
フ
ィ
ジ
ー
諸
島
に
樹
脂
£
材
料
と
す
る
赤
色
塗
料
を
以
て

す
る
紅
陶
が
製
作
さ
れ
て
居
る
事
は
マ
ヴ
ク
ラ
ン
八
他
が
岨
古

す
る
如
く
で
あ
る
。

　

上
述
に
よ
っ
て
赤
色
塗
料
を
用
０
　
だ
紅
陶
は
、
北
方
系
と
簡

箪
に
一
言
し
去
る
に
は
、
い
さ
ｘ
か
不
穏
富
で
あ
っ
て
南
方
地

域
に
も
略
萄
遍
的
な
る
事
が
知
ら
れ
た
事
と
思
は
れ
る
。
而
し
’

て
土
器
製
作
の
為
法
並
に
赤
色
塗
料
に
就
て
も
若
干
の
侵
化
か

あ
る
事
が
察
せ
ら
れ
る
。
盛
岡
出
土
の
紅
陶
の
如
き
も
夫
札
に

幾
種
領
か
お
る
事
が
明
か
で
あ
る
が
、
之
等
は
賓
物
に
よ
っ
て

隣
接
諸
地
方
の
も
の
に
比
較
す
る
平
が
要
求
さ
れ
る
。
前
掲
第

　

一
類
の
毫
糾
紅
陶
を
フ
ィ
リ
リ
ピ
ン
臓
器
時
代
後
期
遺
跡
出
土

と
稗
せ
ら
れ
る
紅
陶
に
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
夫
れ
等
は
寸
分
違

は
す
、
何
等
差
異
を
認
め
得
な
い
事
を
知
っ
た
。
よ
っ
て
爾
者
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は
恐
６
　
く
直
接
的
Ｏ
闘
侑
が
あ
り
、
豪
測
紅
陶
の
或
る
も
の
は

フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
よ
り
導
入
さ
れ
た
と
見
る
を
適
営
と
考
へ
る
。

ヤ
ン
セ
博
士
が
佛
印
よ
り
紹
介
し
た
囮
鮎
文
あ
る
紅
陶
の
寫
員

は
、
一
。
見
第
一
類
に
酷
似
す
る
が
、
若
し
第
一
類
と
同
一
な
ｈ
ｙ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｘ

　
　

ｒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

と
す
れ
ば
、
此
の
種
の
紅
陶
は
フ
ィ
リ
″
ピ
ン
、
佛
印
、
崔
湾

の
三
地
方
に
廣
い
分
布
を
示
す
事
と
な
る
が
、
未
だ
賓
物
比
６
　

を
行
ふ
機
會
を
得
ず
、
従
っ
て
第
一
類
紅
陶
は
フ
ィ
リ
。
ピ
ｙ

に
開
係
あ
り
と
す
る
を
、
現
在
穏
蜜
と
考
へ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

四

　

印
度
に
於
け
る
黒
陶
紅
陶
並
に
彩
陶

　

筆
者
は
管
物
を
見
た
事
も
た
い
し
、
叉
其
の
詳
細
に
就
て

も
知
ら
な
い
が
、
印
度
先
史
學
の
文
献
中
に
は
、
何
れ
も
磨

研
さ
れ
た
１
　
色
、
紅
色
、
並
に
一
種
の
彩
陶
が
諸
遺
跡
か
ら

出
土
す
る
事
が
報
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
。
最
後
の
彩
陶
０
如
き
は

Ｐ
ｏ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ
ｅ
ｄ
　
ｂ
ｌ
ａ
'
/
ｋ
-
ａ
ｉ
ｉ
ｄ
-
ａ
'
ｅ
ｄ
　
Ｉ
'
ｏ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ｙ
と
通
俗
せ
ら
れ
て
居

り
、
紅
陶
で
共
の
上
部
と
内
面
が
黒
色
塗
料
で
塗
ら
れ
て
居
る

と
言
は
れ
る
。

　

今
筆
者
の
手
許
に
あ
る
資
料
に
よ
っ
て
、
夫
れ
等
三
種
の
土

器
出
土
状
態
を
見
る
に
、
マ
ド
ラ
ス
の
タ
ン
ガ
ル

心

跡
か
ら
。

三
種
共
に
出
る
が
何
れ
も
埋
葬
に
用
ひ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

　

繊
３
　
’
硝
子
器
が
件
出
し
て
居
る
。
又
同
じ
く
マ
ド
ラ
ス
の
カ

　

ル
ダ
マ
ラ
イ
附
近
遺
跡
か
ら
も
三
種
の
土
器
が
出
る
。
南
印
度
－

　

の
デ
″
カ
ン

が
ｙ

に
も
黒
陶
、
彩
陶
、
紅
陶
が
出
土
し
、
前
二

　

者
は
Ｐ
ｙ
ｒ
ｉ
ｆ
ｏ
ｒ
m
　
ｕ
ｒ
ｎ
　
ｓ
ｉ
ｔ
ｅ
ｓ
　
　
t
Ｊ
非
常
に
多
い
が
、
ｉ
r
'
O
i
ｔ
ｅ
ｒ
ｙ

　

ｃ
ｉ
ｓ
ｔ
　
ｓ
ｉ
ｔ
ｅ
ｓ
　
　
t
Ｊ
は
少
く
、
ｓ
ｔ
ｏ
ｉ
ｉ
ｅ
　
c
i
ｓ
ｔ
　
ｓ
i
ｔ
ｅ
ｓ
に
は
一
計
少
い

　

と
言
は
れ
る
Ｉ
久
一
九
三
。
一
年
印
度
国
９
　
副
査
告
を
骨
子
と
し

　

て
１
　
か
れ
た
三
森
定
１

　

の
著
書
に
は
、
ニ
ル
ギ
リ
丘
陵
の
瓦

　

石
遺
跡
よ
り
赤
色
と
黒
色
の
土
器
が
青
銅
器
と
臓
器
に
件
出
す

　

る
事
、
ハ
ン
ト
氏
が
ラ
イ
ギ
ル
溌
見
の
石
棺
群
よ
り
胴
研
赤
色

　

土
器
仙
赤
色
の
床
部
を
有
っ
た
黒
色
土
器
を
会
掘
し
た
事
、

　

シ
ョ
ラ
プ
ー
ル
土
侯
國
に
於
て
積
石
塚
や
石
室
墳
よ
り
銅
、
青

　

銅
、
臓
器
と
共
に
赤
色
と
黒
色
の
土
器
が
会
掘
さ
れ
た
事
、
並

　

に
”
ン
ダ
ハ
ぎ
り
ス
ト
が
サ
テ
ィ
ケ
マ
シ
ガ
’
ラ
゛
の
積
石
塚
と
石

’
棺
と
よ
り
、
臓
器
と
玉
類
と
共
に
赤
色
と
黒
色
の
土
器
が
会
掘

　

さ
れ
た
事
等
の
記
事
が
見
え
る
。

　
　

前
掲
三
種
印
度
土
器
の
詳
司
な
る
性
皆
に
就
て
は
其
の
記
事

　

に
接
し
得
な
い
が
、
プ
レ
ン
ダ
ー
レ

バ

が
ワ
イ
ナ
ー
ド
地
方
よ

　

り
得
た
黒
陶
に
就
て
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
焼
成
火
良
相
常
高

　

く
、
其
Ｑ
組
成
は
硫
酸
（
五
〇
・
九
五
が
）
、
酸
化
鉛
（
痕
跡
）
、

　

酸
化
銅
（
四
・
八
七
％
）
、
酸
化
臓
（
コ
ー
プ
七
七
舛
）
、
ア
ル
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ミ
９
　

　

（
コ
ー
・
七
こ
％
）
、
石
友
（
三
・
五
三
が
）
、
苦
土
（
疸

／

　
　

跡
）
を
示
す
と
言
ふ
。
何
分
印
ぼ
の
前
掲
黒
陶
、
彩
陶
、
並
に

　
　
　

紅
白
に
就
て
は
筆
竹
未
だ
之
れ
か
二
詐
に
し
な
い
の
で
、
之
れ
以

　
　
　

上
言
及
す
原
～
が
出
来
な
い
が
、
其
の
殷
見
地
が
獄
南
亜
細
亜

　
　
　

文
化
供
給
地
の
Ｉ
な
る
印
度
で
あ
る
文
に
、
之
等
の
土
器
の
探

　
　
　

究
は
東
唖
先
火
學
の
た
め
に
も
是
非
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

五

　

詮

　
　
　

論

　

以
上
筆
春
は
１
　
八
万
陶
並
に
紅
陶
、
或
は
夫
礼
等
近
似
の

七
器
が
賤
蜜
豆
綱
亜
に
坦
々
と
９
　
ら
れ
ろ
事
を
役
い
た
。
支
那

本
土
の
～
川
と
印
他
力
三
川
ら
し
き
も
の
と
の
副
聯
も
俄
に
否

定
し
得
な
い
が
、
奉
伺
ｏ
黒
陶
は
恐
ら
く
支
那
本
土
に
直
接
結

び
附
く
も
の
で
あ
ら
う
。
但
し
其
の
導
入
解
路
に
就
て
は
、
北

支
に
直
仏
迎
絡
す
る
も
の
か
、
或
咤
咽
建
宵
の
武
平
あ
た
り
を

介
し
て
辿
俯
す
る
も
の
か
は
今
後
の
探
究
に
侍
た
ね
ば
な
ら

ぬ
。

　

石
加
の
問
囲
も
同
禄
で
あ
っ
て
、
此
の
七
器
句
分
布
が
七
那

木
土
の
東
端
に
於
て
臥
西
、
山
西
南
省
並
に
河
北
、
河
奈
向
省

の
一
部
に
止
り
、
山
東
、
江
蘇
、
安
徽
三
省
並
に
楊
子
江
以
南

に
未
だ
款
見
せ
ら
れ
て
居
な
い
事
は
、
北
支
と
蚕
飼
と
を
直
接

連
絡
す
る
に
ｎ
『
せ
し
め
ろ
。
殊
に
マ
グ
リ
オ
ユ
師
の
誤
告
す

る
が
如
ぶ
、
廣
収
宵
沁
司
に
彩
陶
が
良
９
　
せ
ら
れ
る
と
す
れ

ば
、
現
在
の
處
崔
肘
と
海
幄
を
結
び
附
け
る
方
が
蓋
以
、
性
が
や

る
。
以
上
の
考
察
は
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
見
解
に
従
ぴ
、
北
支
彩

陶
が
青
海
、
甘
肩
を
経
て
西
方
起
源
な
り
と
す
る
所
説
に
従
っ

た
も
の
で
あ
る
が
、
青
海
、
好
尚
よ
り
北
支
に
か
陶
流
傅
の
一

派
が
延
び
る
と
共
に
、
叉
他
の
一
派
が
青
海
、
甘
恥
よ
り
門

川
、
貴
州
、
廣
ｙ
一
回
目
を
引
て
廣
東
省
に
至
っ
た
と
す
る
回
想

的
ル
ー
ト
も
９
　
来
注
意
せ
ら
れ
て
可
い
。
叉
イ
ン
ダ
ス
河
貯
っ

壬
ヘ
ン
ジ
ョ
ダ
〃
遺
跡
に
血
ハ
型
的
な
る
彩
陶
が
良
９
　
せ
ら
れ
て

居
り
、
前
掲
印
所
作
地
に
彩
陶
ら
し
き
も
の
が
少
５
　
ら
す
９
　
ら

れ
、
更
に
馬
来
牛
１
　
ケ
ダ
ー
、
ネ
グ
リ
ス
ミ
ラ
ン
因
州
に
彩
同

社
認
め
ら
れ
る
事
は
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
よ
く
北
方
ル
ー
ト
の

存
在
声
共
に
、
南
方
ル
ー
ト
の
存
在
Ａ
ぺ
に
‐
応
仁
も
の
で
・
め

る
ｏ
而
し
て
　
７
。
リ
″
ピ
ン
各
地
に
見
ら
れ
ろ
鍋
‐
白
、
ミ
ク
ロ

ネ
シ
ア
に
台
９
　
心
れ
た
郷
陶
も
、
此
の
南
方
ル
ー
ト
を
俣
定
し

て
初
め
て
容
易
に
悦
明
か
附
く
事
と
思
は
れ
る
。
而
し
廿
。
剛
に

亜
迎
屯
大
陸
北
部
、
並
に
北
米
大
陸
北
部
に
石
陶
が
肩
見
や
ら

れ
ぬ
以
上
、
メ
キ
シ
ベ
中
央
亜
米
利
加
、
南
米
北
部
に
特
殊

な
台
覧
を
鋤
け
た
彩
陶
も
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
と
南
米
と
の
文
化
交
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。
渉
に
開
す
る
多
く
の
賛
否
雨
論
叱
か
ゝ
は
ら
す
ぃ
『
此
の
南
方
ル

　

ー
ト
に
よ
る
傅
播
の
一
肩
と
し
て
検
討
さ
れ
て
可
い
。

　

前
述
の
如
く
、
紅
陶
は
箪
に
北
訪
系
と
は
見
倣
し
得
ず
、
夫

　

れ
は
東
南
亜
細
亜
に
も
普
遍
的
な
る
も
の
と
し
て
可
い
の
で
あ

　

る
が
、
之
れ
が
印
度
各
地
に
晟
見
せ
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
前
掲

　

彩
陶
の
南
方
ル
ー
ト
に
於
け
る
と
同
様
な
る
バ
ー
ド
を
考
へ
て

　

可
い
様
に
思
は
れ
る
。
佛
印
各
地
の
紅
陶
も
前
掲
の
考
察
よ
り

　

睨
す
る
も
の
で
μ
覧
い
が
、
フ
「
リ
″
ピ
ン
各
地
の
紅
陶
は
南

　

方
系
紅
陶
と
見
る
を
蓋
然
性
あ
り
、
フ
ィ
ジ
ー
諸
島
の
紅
陶
も

　

フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
よ
り
壬
ル
ヴ
カ
ス
諸
島
を
経
て
小
ス
ン
ダ
列
島

　

を
含
む
地
域
の
何
れ
か
よ
り
傅
播
し
た
と
考
へ
る
事
は
、
メ
ラ

　

ネ
ジ
ア
文
化
の
西
方
起
源
脆
に
徴
し
、
考
へ
ら
れ
る
事
で
あ

　

る
。
或
る
ザ
ハ
‥
に
於
て
八
幡
一
郎
氏
提
示
の
サ
イ
パ
ン
島
紅
‐
陶

　

は
、
其
後
筆
１
　
所
蔵
の
フ
″
リ
ｙ
ビ
ン
後
期
銅
器
時
代
紅
陶
と

　

比
較
す
る
に
寸
分
相
違
な
き
事
を
知
っ
た
。
従
っ
て
フ
ィ
リ
″

　

ピ
ン
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
西
部
忙
於
け
る
文
化
的
交
渉
は
、
少
く

　

も
フ
ａ
び
ツ
ピ
ン
鍼
器
時
代
後
朗
に
於
て
も
あ
り
、
フ
パ
リ
ッ

ピ
ｙ
よ
り

れ
る
。
而

碩
が
導
八
ぶ
・
れ
た
左
見
て
問
違
ぴ
な
い
事
と
思
は

嶺
潜
の
紅
陶
の
第
一
類
が
同
じ
く
フ
″
リ
’
ピ

ｙ
紅
陶
と
同
一
で
あ
り
、
フ
う
リ
ヅ
ピ
ン
よ
り
導
入
さ
れ
た
事

は
明
か
で
あ
る
が
、
崔
・
湾
紅
陶
の
或
る
も
の
に
は
ま
苅
冰
十
よ

り
流
入
し
た
も
の
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
此
の
問
題
な
絹
地

材
料
の
比
較
研
究
に
よ
っ
て
明
か
と
な
る
で
あ
ら
う
。

　

以
上
筆
者
は
泉
南
亜
細
亜
に
於
け
る
黒
陶
ご
紅
陶
並
に
彩
陶

に
軋
い
て
、
若
干
の
事
賓
と
課
題
を
提
示
し
た
。
大
方
諸
賢
の

教
示
を
望
む
と
共
に
、
此
の
問
題
が
學
界
の
注
憲
に
上
り
、
次

第
に
閥
明
さ
れ
る
事
を
切
望
す
る
。
絡
り
に
‰
み
、
此
の
問
題

を
提
示
、
筆
者
の
興
味
を
喚
起
さ
れ
た
金
開
悼
士
に
對
し
謝
意

と
敬
意
と
を
表
す
る
。

註

　

の
座
間
丈
夫
Ｉ
毫
湯
浅
史
時
代
に
於
け
る
北
方
文
化
の
影
柳
、
盗

　
　
　

喬
女
化
論
叢
、
頁
一
一
一
六
。
昭
和
一
八
年
一
二
月
。

　
　

（
Ｊ
鹿
野
忠
雄
Ｉ
ｗ
ｍ
石
器
土
器
に
見
ら
れ
る
支
那
大
陸
系
要
素
、

　
　
　

（
近
刊
拙
著
、
東
南
胤
細
が
民
放
學
先
史
學
研
究
第
一
岱
所
幔
）

　
　

③
國
分
直
一
Ｉ
毫
沢
内
部
に
於
け
る
先
史
汽
蹟
と
そ
の
漬
物
、
南

　
　
　

方
民
族
、
第
六
巻
第
三
位
、
頁
四
五
！
六
二
、
昭
和
一
六
年
一

　
　
　

一
月
。

　
　
　
　
　

－

　
　

④
「
民
俗
崔
劈
」
の
鈴
白
崎
に
一
言
指
摘
さ
れ
た
が
、
今
其
の
脈

　
　
　

敷
を
詳
に
し
な
い
。

　
　

ｃ
Ｌ
ｉ
ｎ
　
Ｈ
ｕ
f
ｓ
i
ｘ
i
g
｡
　
Ｌ
ｈ
ｍ
ｇ
　
Ｈ
ｕ
i
p
ｕ
｡

　
＆
　
　
Ｌ
ｕ
i
　
　
　
Ｔ
ｙ
ｅ
ｋ
ａ
x
ｉ
ｇ
―

　
　
　

Ａ
　
Ｎ
ｅ
ｏ
ｌ
ｉ
t
ｈ
ｉ
ｃ
　
S
i
ｔ
ｅ
　
i
n
　
Ｗ
ｕ
ｐ
ｉ
ｉ
ｉ
Ｋ
｡
　
Ｆ
ｕ
ｋ
ｉ
ｅ
ｎ
.

　

第
三
回
咄
東

　
　
　

先
史
學
會
臓
報
告
、
ｐ
ｐ
.
　
　
１
３
３
-
１
４
１
｡
　
　
W
.
　
　
Ｓ
.
　
　
p
i
ｓ
.
｡
　
１
９
４
０
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④
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｆ
ｉ
ｅ
ｌ
ｄ
｡

　
　
W
.
　
―
Ｔ
ｈ
ｅ
　
　
　
Ｐ
ｒ
ｏ
ｔ
ｏ
-
H
i
ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
i
c
　
S
i
ｔ
ｅ
　
ｏ
ｆ
　
ｔ
ｈ
ｅ

　

Ｈ
ｏ
-
i
g
　
Ｋ
ｏ
ｎ
ｇ
　
Ｃ
'
.
i
l
t
i
-
i
ｒ
ｅ
　
ａ
t
　
Ｓ
ｈ
ｅ
ｋ
　
Ｐ
ｅ
ｋ
｡
　
　
　
Ｌ
ａ
ｎ
ｔ
ａ
ｕ
｡
　
　
Ｈ
ｏ
ｎ
ｇ

　

‘
｛
〇
・扁
心

　

第
三
川
極
東
北
史
學
會
議
報
告
、
ｐ
ｐ
.
　
　
２
３
５
-
に
-
ａ
ｏ
５
｡

　

W
.

２
６
ａ
ｌ
ｓ
.
｡

１
９
４
（
）
’

⑦
國
分
直
一
Ｉ
酒
湖
陵
良
文
港
に
於
け
る
先
史
遺
跡
に
就
て
、

　

南
方
民
族
、
第
六
巻
第
四
銃
。
頁
五
〇
１
五
六
、
昭
和
一
七
年

　

十
二
月
。

⑧
金
開
丈
夫
Ｉ
前
掲
論
文
。

⑧
Ｍ
ａ
ｇ
ｌ
ｉ
〇
i
i
i
｡
　
　
Ｒ
.
―
Ｓ
ｏ
ｍ
ｅ
　
Ａ
ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｔ
ｓ

ｏ
ｆ
　
Ｓ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ
　
Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ａ

　

Ａ
ｒ
ｃ
ｈ
ａ
ｅ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ
　
　
Ｆ
ｉ
ｎ
ｄ
ｓ
.
第
三
川
極
東
先
史
學
會
議
報
告
、

　

ｐ
ｐ
.
　
　
２
０
９
-
２
２
９
｡
　
ａ
）
４
０
.

⑩
C
o
l
I
i
M
M
｡
　
Ｈ
’
Ｄ
.
'
―
Ｒ
ｅ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
　
ｏ
ｆ
　
ａ
ｉ
ｉ
　
Ａ
'
"
ｃ
ｈ
ａ
ｅ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ
　
Ｅ
ｘ
-

　

ｃ
ａ
く
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｉ
　
＼
-
r
＼
　
Ｋ
ｅ
ｄ
ｉ
ｈ
｡

Ｍ
ａ
ｌ
ａ
ｙ
　
Ｐ
ｅ
ｎ
ｉ
ｎ
ｓ
ｕ
l
a
.

　
　
Ｂ
ｕ
l
l
e
t
i
n
　
ｏ
ｆ

　

ｔ
ｎ
　
ｅ
　
Ｒ
ａ
ｆ
ｆ
ｌ
ｅ
ｓ
　
]
Ｖ
ｒ
ｕ
ｓ
ｅ
ｕ
m
｡
　
　
Ｓ
ｅ
ｒ
.
　
Ｂ
｡
　
　
ｎ
ｏ
.
　
1
｡
　
　
　
Ｐ
Ｐ
.
　
　
５
-
ｉ
６
｡

　

ｉ
９
３
６
.

０
Ｅ
ｖ
ａ
ｎ
ｓ
｡

　
1

　
Ｈ
.
　
　
Ｎ
.

―
Ｐ
ａ
ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
　
ｏ
ｎ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｅ
ｔ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
０
ｇ
ｙ
　
ａ
ｎ
ｄ

　

Ａ
ｒ
ｃ
ｈ
ａ
ｅ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
　
　
ｏ
｛

　
ｔ
ｈ
ｅ
　
　
Ｍ
ａ
ｌ
ａ
ｙ
　
Ｐ
ｅ
ｎ
ｉ
ｎ
ｓ
ｕ
l
a
.
　
　
　
Ｌ
ｏ
ｎ
ｄ
ｏ
ｎ
.

　

１
９
２
７
.

⑩
Ｋ
｡
-
０
ｅ
ｂ
ｅ
ｒ
｡
　
　
Ａ
.

　
Ｌ
.
―
Ｐ
ｅ
ｏ
ｐ
ｌ
ｅ
　
ｏ
ｆ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｐ
Ｊ
ｉ
ｉ
ｌ
ｉ
ｐ
ｐ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
｡
　
Ｎ
ｅ
ｗ

　

Ｙ
ｏ
ｒ
ｋ
　
ｉ
９
２
８
.

⑩
金
閣
火
夫
―
前
掲
論
文
。

⑩
鹿
野
巾
－
雄
！
磋
溥
の
赤
色
塗
研
土
器
（
近
刊
拙
著
、
東
南
亜
細

　

亜
民
族
學
先
史
學
研
究
第
一
巻
所
牧
）

⑩
Ｐ
ａ
ｒ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
i
e
ｒ
｡
　
　
　
　
Ｈ
.
　
　
　
　
―
^
Ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
　
ｄ
'
ａ
ｒ
ｃ
ｎ
ａ
ｅ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｑ
ｕ
ｅ
　
　
ｉ
ｎ
ｄ
（
Ｔ

　

ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｏ
ｉ
ｓ
ｅ
｡
　
　
　
ｖ
i
i
.
　
　
　
Ｄ
ｅ
ｐ
ｏ
t
ｓ
　
　
ｄ
ｅ
　
　
i
a
ｒ
ｒ
ｅ
ｓ
　
　
ａ
　
Ｓ
ａ
ｈ
ｕ
ｙ
ｕ
ｎ
ｈ
｡

　

A
i
i
n
a
m
.

Ｅ
Ｅ
Ｆ
Ｅ
Ｏ
｡
　
　
ｘ
ｘ
i
ｖ
｡
　
Ｐ
Ｐ
.
　
　
３
２
４
-
３
４
３
｡
　
　
Ｊ
.
９
２
４
.

⑩
Ｃ
ｏ
ｌ
ａ
ｉ
ｉ
ｉ
｡
　
　
　
Ｍ
.

―
Ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
ｓ

ｐ
ｒ
ｅ
-
ｅ
ｔ
　
ｐ
ｒ
ｏ
ｔ
ｏ
ｈ
ｉ
ｓ
t
ｏ
ｒ
i
ｑ
ｕ
ｅ
ｓ
｡
　
　
　
Ｐ
ｒ
-

^
　
ｏ
ｖ
ｉ
ｎ
ｃ
ｅ
　
ｄ
ｅ
　
Ｑ
ｕ
ａ
ｎ
ｇ
-
Ｂ
ｉ
ｎ
ｈ
.
　
Ｂ
ｕ
l
l
e
t
i
n
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
A
m
i
ｓ
　
ｄ
ｕ
　
Ｖ
ｉ
ｅ
ｒ
ｘ

　

Ｈ
ｕ
ｇ
｡
　
　
ｎ
ｏ
.
　
1
｡
　
Ｐ
Ｐ
.
　
　
１
２
１
-
１
４
０
｡
　
　
１
９
３
６
.

⑥
Ｐ
ａ
t
t
ｅ
｡
　
　
　
　
Ｅ
.

―
Ｌ
ｅ
　
　
Ｋ
ｉ
ｏ
ｋ
ｋ
ｅ
ｎ
ｍ
ｏ
ｄ
ｄ
ｉ
ｉ
ｇ
　
　
ｎ
＾
o
l
i
t
ｂ
ｐ
ｕ
ｅ

　
ｄ
ｅ

　

Ｂ
ａ
ｕ
　
Ｔ
ｒ
ｏ
　
　
ａ
　
Ｔ
ａ
ｉ
ｎ
　
　
Ｔ
０
ａ
　
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
　
ｄ
ｅ
　
Ｄ
ｏ
ｎ
ｇ
　
Ｈ
ｏ
一
（
ン
ロ
ロ
９
‐

　

ヨ
）
｡
　
　
Ｂ
Ｅ
Ｆ
Ｅ
（
）
｡
　
　
ｘ
ｘ
i
ｖ
｡
　
　
Ｐ
Ｐ
.
　
　
５
２
１
-
５
３
３
｡
　
　
１
９
２
４
.

⑩
Ｊ
ａ
ｎ
ｓ
ｅ
｡
　
　
Ｏ
.
―
Ａ
ｎ
　
Ａ
ｒ
ｃ
ｈ
ａ
ｅ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ
　
Ｅ
ｘ
ｐ
ｅ
ｄ
ｉ
t
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｔ
ｏ
　
Ｉ
ｎ
ｄ
（
Ｔ

　

（
＾
ｈ
ｉ
ｎ
ａ

ａ
ｎ
ｄ
　
t
ｈ
　
ｅ
　
Ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
ｉ
ｐ
ｐ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
.
　
　
Ｐ
ｒ
e
l
i
m
i
n
a
ｒ
ｙ
　
Ｒ
ｅ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
.

　

Ｈ
ａ
ｒ
ｖ
ａ
ｒ
ｄ
　
Ｊ
ｏ
ｕ
ｒ
ｎ
ａ
ｌ
　
　
ｏ
ｆ
　
Ａ
ｓ
i
a
ｔ
i
c
　
　
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｅ
ｓ
.

Ｈ
ａ
ｒ
ｖ
ａ
ｒ
ｄ
-

　

Ｙ
ｅ
ｎ
ｄ
ｈ
ｉ
ｎ
ｓ
　
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
i
ｔ
ｕ
ｔ
ｅ
　
１
９
４
０
.

⑩
Ｂ
ｅ
ｙ
ｅ
ｒ
｡
　
　
Ｈ
'
｡

　
Ｏ
.
　
―
Ｒ
ｅ
ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
　
D
i
ｓ
ｃ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
i
e
ｓ
　
i
n
　
Ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
ｉ
ｐ
ｐ
ｉ
ｎ
ｅ

　

Ａ
ｒ
ｃ
ｈ
ａ
ｅ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
.

⑩
Ｂ
ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
｡
　
　
Ｈ
.
　
　
Ｏ

　
―
Ｐ
ｒ
ｅ
ｈ
ｉ
ｓ
t
ｏ
ｒ
i
c
　
Ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
ｉ
ｐ
ｐ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
.

　
Ｍ
ａ
ｎ
ｉ
ｌ
ａ
.

　

１
９
３
６
.

ｃ
Ｃ
ｒ
ｏ
ｖ
＾
ｅ
｡
　
　
Ｃ
　
　
　
Ｈ
.
　
―
Ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
ｉ
ｐ
ｐ
ｉ
ｎ
ｅ
　
Ｃ
ｌ
ａ
ｙ
　
w
ｏ
ｒ
ｋ
.
　
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｐ
ｈ
ｉ
-

　

ｌ
ｉ
ｐ
ｐ
ｉ
ｎ
ｅ
　
Ｃ
ｒ
a
f
t
r
ａ
ａ
ｎ
｡
　
ｖ
o
l
.
　
1
｡
　
ｎ
ｏ
.

７
｡
　
Ｐ
Ｐ
　
５
１
１
-
５
２
'
-
　
１
９
１
３
｡

励
斎
藤
正
雄
―
東
印
度
の
文
化
、
頁
四
五
七
。

⑩
鈴
木
政
４
　
Ｉ
パ
ラ
ウ
島
痙
物
の
出
土
状
態
を
示
冲
一
例
。
南
方

　

土
俗
、
第
五
巻
第
一
。
二
琥
、
頁
五
三
一
六
一
。

ｌ
ａ
Ｍ
ａ
ｃ
　
Ｌ
ａ
ｃ
ｈ
ｌ
r
m
｡
　
Ｒ
.
　
　
Ｒ
.

　
Ｃ
.
　
―
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｎ
ａ
t
i
ｖ
ｅ
　
Ｐ
ｏ
ｔ
t
ｅ
ｒ
ｙ
　
ｏ
ｆ
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ｔ
ｈ
ｅ
　
F
i
i
i
　
Ｉ
ｓ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
ｓ
.
　
　
Ｊ
ｏ
ｕ
m
.
　
Ｐ
ｏ
ｌ
ｙ
ｎ
.
　
Ｓ
ｏ
ｃ
.
｡
　
ｖ
0
1
.
　
４
９
｡
　
Ｐ
Ｐ
.

　

２
４
３
-
２
７
１
｡
　
　
i
.
９
４
（
）
≒

ｃ
Ｃ
ａ
ｍ
ｍ
ｉ
ａ
ｄ
ｅ
｡
　
Ｌ
.
　
　
Ａ
.
―
Ｔ
ａ
ｎ
ｇ
ａ
ｌ
｡
　
　
Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
ｌ
ｅ
ｐ
ｕ
ｔ
　
D
i
ｓ
ｔ
ｒ
i
c
ｔ
.

　

Ｍ
ａ
ｄ
ｒ
ａ
ｓ
.

Ｍ
ａ
ｎ
｡
　
ｖ
０
１
.
　
　
Ｘ
Ｘ
Ｘ
｡

ｎ
ｏ
.
　
　
１
０
｡
　
Ｐ
Ｐ
.
　
　
１
８
６
-
１
８
７
.

　

１
９
３
０
.

(
ｇ
ｊ
Ｃ
ａ
ｍ
ｍ
ｉ
ａ
ｄ
ｅ
｡
　
Ｌ
.
　
Ａ
.
　
―
（
）
ｂ
ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
　
ｕ
ｐ
ｏ
ｎ
　
Ａ
ｎ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ

　

S
i
ｔ
ｅ
ｓ
　
i
n
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｎ
ｅ
ｉ
ｇ
'
ｉ
ｂ
ｏ
ｕ
;
ｈ
ｏ
ｏ
ｄ
　
ｏ
ｆ
　
Ｋ
ａ
ｌ
ｕ
ｇ
ｕ
m
a
l
a
i
｡

　
　
Ｍ
ａ
ｄ

　

ｒ
ａ
ｓ
.
　
Ｍ
ａ
ｎ
｡
　
ｖ
〇
1
.
　
Ｘ
Ｘ
Ｘ
｡
　
ｎ
ｏ
’
１
０
｡
　
ｐ
ｐ
.
　
１
８
７
-
１
８
９
｡
　
-
１
９
３
０
:

(
§
;
Ｃ
ｏ
ｄ
:
ｉ
ｎ
ｇ
t
ｏ
ｎ
｡
　
Ｋ
.

　
―
^
Ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ａ
ｎ
　
　
Ｃ
ａ
ｉ
.
ｎ
-
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｕ
ｒ
ｎ
-
Ｂ
ｕ
ｒ
i
a
l
ｓ
.

　

Ｍ
ａ
ｎ
｡
　
ｖ
ｏ
ｌ
｡

ｘ
ｘ
ｘ
｡
　
ｎ
ｏ
.
　
　
１
０
｡
　
Ｐ
Ｐ
.
　
　
１
９
０
-
１
９
３
｡
　
　
１
９
３
（
)
｡

＠
Ｈ
ｕ
ｎ
ｔ
｡
　
　
Ｅ
.
　
Ｈ
.
　
―
Ｍ
ｅ
ｇ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｈ
ｉ
ｃ
　
Ｂ
ｕ
ｒ
-
i
a
l
ｓ
.
　
i
n
　
ｔ
ｈ
ｅ

Ｉ
）
ｅ
ｃ
ｃ
ａ
ｎ
.

　

Ｐ
ｒ
ｏ
ｃ
ｅ
ｅ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
　
　
ｏ
ｆ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
F
i
ｒ
ｓ
ｔ

　
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｍ
ａ
ｔ
I
〇
ｎ
ａ
ｌ
　
　
Ｃ
ｏ
ｎ
ｇ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
-

　

Ｏ
ｆ
　
　
Ｐ
／
ｅ
ｈ
ｉ
ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
i
c

　
ａ
ｎ
ｄ
　
　
Ｐ
ｒ
ｏ
ｔ
d
l
i
i
ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
i
c　
　
Ｓ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
ｓ
.
　
　
Ｐ
Ｐ
.

　

２
６
７
-
２
６
９
｡
　
Ｌ
ｏ
ｎ
ｄ
ｏ
ｎ
　
ｉ
９
３
４
.

⑩
三
森
定
男
Ｆ
印
度
未
開
民
族
。

⑩
Ｐ
ｌ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
l
e
i
ｔ
ｈ
｡
　
Ｈ
.

　
Ｔ
.
｡
―
Ｂ
ｌ
ａ
ｃ
ｋ
-
Ｐ
ｏ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ
ｅ
ｄ

Ｐ
ｏ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ｖ
　
ｆ
ｒ
０
ｍ

　

Ｕ
ｒ
ｎ
-
Ｂ
ｕ
ｒ
i
a
l
ｓ
Ｉ
ｎ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
W
ｙ
ｎ
ａ
ａ
ｄ
.
　
　
Ｍ
ａ
ｎ
｡
　
ｖ
o
l
.
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ｃ
松
本
信
廣
氏
所
蔵
、
詳
細
は
同
氏
の
登
表
に
待
ち
、
此
禽
に
詳

　

姚
を
差
し
控
へ
る
。

　
　
　
　

お

　

詫

　

び

第
二
章
彩
陶
の
と
こ
ろ
（
十
四
頁
上
段
）
に
は
バ
リ
ン
岩
陰
避

難
所
登
掘
彩
陶
片
（
コ
ジ
ン
グ
ス
原
画
）
の
圖
版
を
附
け
る
は

づ
で
あ
り
ま
し
た
が
、
印
刷
所
が
火
災
に
遇
つ
た
が
た
め
、
潰

憾
な
が
ら
焼
失
し
ま
し
た
。
著
者
並
び
に
讃
者
各
位
茄
深
く
お

詫
び
申
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

編

　

輯

　

者

― 21 ―

ｌ

－

－

１


